
福祉サービス種別  放課後児童クラブ

事業所名（施設名）

評価
対象

評価
分類

評価 コメント

(1) ①  ａ） □ 1 理念、基本方針が放課後児童クラブ内の文書や広報媒体（パ
ンフレット、ホームページ等）に記載されている。

 ｂ） □ 2 理念は、放課後児童クラブが実施する福祉サービスの内容や
特性を踏まえた放課後児童クラブの使命や目指す方向、考え
方を読み取ることができる。

 ｃ） □ 3 基本方針は、放課後児童クラブの理念との整合性が確保され
ているとともに、職員の行動規範となるよう具体的な内容と
なっている。

□ 4 理念や基本方針は、会議や研修会での説明、会議での協議等
をもって、職員への周知が図られている。

□ 5 理念や基本方針は、わかりやすく説明した資料を作成するな
どの工夫がなされ、子どもや保護者等への周知が図られてい
る。

□ 6 理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的な取組を行って
いる。
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（別添１）

第三者評価の判断基準
長野県福祉サービス第三者評価基準の考え方と評価のポイント、評価の着眼点【放課後児童クラブ版】共通項目に係る判断基準による

〇判断基準の「a、ｂ、ｃ」は、評価項目に対する到達状況を示しています。
「ａ」評価・・・よりよい福祉サービスの水準・状態、質の向上を目指す際に目安とする状態
「ｂ」評価・・・ａに至らない状況＝多くの施設・事業所の状態、ａに向けた取組みの余地がある状態
「ｃ」評価・・・ｂ以上の取組みとなることを期待する状態

着眼点

事業評価の結果（共通項目）

評 価 項 目 評 価 細 目

資料１ʷ５



評価
対象

評価
分類

評価 コメント着眼点評 価 項 目 評 価 細 目

(1) ①  ａ） □ 7 社会福祉事業全体の動向について、具体的に把握し分析して
いる。

 ｂ） □ 8 地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把握し分析してい
る。

 ｃ） □ 9 利用者数・利用者像等、放課後児童クラブのニーズ、潜在的
利用者に関するデータを収集するなど、放課後児童クラブが
位置する地域での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分
析している。

□ 10 定期的に放課後児童クラブのコスト分析や放課後児童クラブ
利用者の推移、利用率等の分析を行っている。

②  ａ） □ 11 経営環境や実践する福祉サービスの内容、組織体制や設備の
整備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分析にもとづ
き、具体的な課題や問題点を明らかにしている。

 ｂ） □ 12 経営状況や改善すべき課題について、役員（理事・監事等）
間での共有がなされている。

 ｃ） □ 13 経営状況や改善すべき課題について、職員に周知している。

　 □ 14 経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組が進められてい
る。

(1) 中・長期的な
ビジョンと計
画が明確にさ
れている。

①  ａ） □ 15 中・長期計画において、理念や基本方針の実現に向けた目標
（ビジョン）を明確にしている。

 ｂ） □ 16 中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・改善に向けた具
体的な内容になっている。

 ｃ） □ 17 中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等を設定すること
などにより、実施状況の評価を行える内容となっている。

□ 18 中・長期計画は必要に応じて見直しを行っている。
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